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２０２１年度  環境経営レポート

（期間：2021年6月～2022年5月）



 

１．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守する

２．二酸化炭素排出量の削減を推進する　　

３．廃棄物の削減及び再生利用を推進する

４．建設リサイクル、再生資源の利用を推進する

５．水使用量の削減を推進する

６．環境に配慮した施工を推進する

７．環境美化活動として、地域のクリーン作戦や河川美化活動に

　　積極的に参画する

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                制定日：

改定日：

株式会社 榧 谷 建 設

代表取締役　榧 谷  宏 光
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　株式会社榧谷建設は、昭和28年の設立以来、総合建設事業を通して地域
社会の発展に尽力してまいりました。全従業員が地球環境の保全の重要性を
認識し、環境負荷の低減に努めることにより、美しい国土の維持、人と自然
（環境）が共存する社会を目指して取り組んでまいります。

ご あ い さ つ

《 環 境 理 念 》

当社は、人と自然が喜ぶ未来をテーマにかかげ、土木工事を中心とした企業
として、市民の要求である安全性と信頼性の高い製品を提供し、お客様に満
足を与え、常に技術と品質の向上と共に地球環境問題の保全と重要性を認
識し、環境負荷の低減に努めることにより、美しい国土の維持、人と環境が共
存する社会を目指して邁進する。そして全社員の物心両面の幸福を追求する

『人と自然が喜ぶ未来・・・』

　　　

（電力・ガソリン・軽油・灯油）

2012年6月1日

2021年12月24日

《 環 境 経 営 方 針 》

　創意と工夫をもってお客様の満足と信頼を得て、地域社会に貢献する。
地域環境保全のために、環境負荷の一層の低減を図るべく自主的・積極的
に環境への取組みを推進する。

上記の遂行にあたり、当社の業務に対するすべての要求事項に適合し、環境
経営システムの有効性を継続的に改善していく中で、環境目標を各部門に展
開させるとともに、適切に内容の見直しを行う。この環境方針は全従業員に周
知する。



Ⅰ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
株式会社　榧谷建設
代表取締役　榧谷 宏光

（２） 所在地
本社・資機材置場 〒679-3403　兵庫県朝来市立脇５４４番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 総務部長　榧谷　光枝 TEL　079-678-0227

担当者 総務部　 小椋　信子 FAX　079-678-1287

E-Mail：info@kayatani.co.jp

（４） 事業内容

（５） 設立

（６） 資本金 ４千万円

（７） 事業の規模

597 百万円（2021年度）

保有車両重機

区分 台数

2

1

1

4

1

（８） 組織

　

　

建設現場

（９） 事業年度 ６月～翌年５月

Ⅱ．認証・登録の対象範囲

登録組織名： 株式会社 榧谷建設

対象事業所： 本社・資機材置場

活　　　動： 総合建設業

対　象　外： なし

本社 資機材置場

名　称 型式・性能

運搬車輌
4ｔダンプ

2ｔダンプ

　従業員　　　　　 12名 0名

　延べ床面積　　　 396.27㎡ 2,951㎡

3tダンプ

昭和 ２８年 ２月 １日

環境管理責任者　榧谷光枝

環境事務局　小椋信子

総務部　小椋信子 工事部　北山昭彦 営業部　大友龍也

①建設業　　　　年間工事売上高　  　　　

総合建設業

工事責任者

重機
バックホウ

ブルドーザー

代表者　　社長　榧谷宏光

0.7m3×1、0.45m3×1、Vio45×1、Vio30×1

工事担当

-2-



Ⅲ．主な環境負荷の実績

単位
2020年度
基準年度

2021年度

kg-CO2 90,891 101,943

ｋWh 21,527 26,384 建設現場を含む

L 11,384 15,162 建設現場を含む

L 1,000 1,592 建設現場を含む

　軽油 L 19,438 19,050
トン 168.265 483.825

トン 0.155 0.151

トン 168.11 483.67

トン 154.81 478.42

トン 13.30 5.25

㎥ 169 178

注1）ＬＰＧは微量のため省略した。（2019年度実績　8.28ｋｇ）

注2）化学物質は使用していない。

Ⅳ.　環境目標及びその実績
（１）目標

90,891 89,982 89,073 88,164

△1% △2% △3%

kWh 21,527 21,312 21,096 20,881

kg-CO2 10,957 10,848 10,738 10,629

対基準 △1% △2% △3%

L 1,000 990 980 970

kg-CO2 2,492 2,467 2,442 2,417

対基準 △1% △2% △3%

L 3,525 3,490 3,455 3,419

kg-CO2 8,184 8,102 8,020 7,938

対基準 △1% △2% △3%

L 7,859 7,780 7,702 7,623

kg-CO2 18,246 18,063 17,881 17,699

対基準 △1% △2% △3%

L 19,438 19,244 19,049 18,855

kg-CO2 51,012 50,502 49,992 49,482

対基準 △1% △2% △3%

　

ｋｇ 155.8 154.2 152.7 151.1

対基準 △1% △2% △3%

％ 92 92.9% 93.8% 94.7%

対基準 +1% +2% +3%

㎥ 169 167 166 164
　　削減 対基準 △1% △2% △3%

％ 100% 100% 100% 100%

注） 電力の二酸化炭素排出量への排出係数は、２０１5年度関西電力の

０．５０９kg-CO2/ｋWｈを使用。

　灯油

廃棄物排出量

　一般廃棄物

　産業廃棄物
建設工事発
生分のみ　　内 再資源化量

　　内 最終処分量

項　目

二酸化炭素排出量

　電力

　ガソリン

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量合計 kg-CO2

　電力使用量削減

　灯油使用量削減

水使用量

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年度
基準年度

2023年度2021年度 2022年度

Ⅳ.環境に配慮した施
工の推進

＜事務所＞
　ガソリン
　　使用量削減

＜建設現場＞
　ガソリン
　　使用量削減

＜建設現場＞
　軽油使用量削減

Ⅱ．廃棄物削減

＜事務所＞ 

1)一般廃棄物削減
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＜建設現場＞ 

2)再生資源比率の向上

Ⅲ．水使用量



（２）運用期間の実績

基準値 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 90,891 89,982 102,591 86% ×

対基準 △1% +12%

kWh 21,527 21,312 26,384 80% × ※注3

kg-CO2 10,957 10,848 13,429

対基準 △1% +23%

L 1,000 990 1,592 62% ×

kg-CO2 2,492 2,467 3,967

対基準 △1% +59%

L 3,525 3,490 3,129 111% ○

kg-CO2 8,184 8,102 7,264

対基準 △1% △11%

L 7,859 7,780 12,033 64% ×

kg-CO2 18,246 18,063 27,937

対基準 △1% +53％

L 19,438 19,244 19,050 101% ○

kg-CO2 51,012 50,502 49,994

対基準 △1% △2%

ｋｇ 155.8 154.2 150.8 102% ○

対基準 △1% △3%

% 92 92.9% 98.90% 106% ○ ※注1

対基準 +1% +7％

㎥ 169 167 178 93% △

対基準 △1% +5％

% 100% 100% 100.0% 100.0% ○

※注1・・・再生資源化効率の向上　実績98.9％　(　478.424  / 483.674 ｔ　）

※注2・・・交通誘導員の配備、粉塵対策、騒音・振動対策、コンガラ・アスガラのリサイクル分別、

　　　　　河川工事における水濁防止対策、法面への植生、再生資源の活用等。

※注3・・・電力消費量が大幅に増加した理由は、猛暑が続き、空調設備等の使用頻度の増加である。

 年　度
2020年度
基準年

運用期間における実績

項　目
2021年度（2021年6月～2022年5月）

Ⅱ．廃棄物排出量

　一般廃棄物
　　　削減

　再生資源比率

      の向上

Ⅲ．水使用量削減

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量合計

  電力使用量削減

　灯油使用量削減

＜事務所＞
　ガソリン
　　使用量削減

＜建設現場＞
　ガソリン
　　使用量削減

＜建設現場＞
　軽油使用量削減

Ⅳ.環境に配慮した施
工の推進　※注2

〔　○：100％以上、△：90～100％未満、×：90％未満　〕
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Ⅴ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況
（目標未達成）

今後も全体的に削減できるように努める。
（目標未達成）

△
× 今後も一層積極的な取り組みを実施する。

△ ほぼできた。
今後も一層積極的な取り組みを実施する。

（目標未達成）

× 室温管理を徹底する。

△
今後も一層積極的な取り組みを実施する。

（目標達成）

○ 無駄を省く計画が定着してきたと思われる。

◎ 意識をしエコドライブを実行する。

○ 始業点検で実施できた。
今後も一層積極的な取り組みを実施する。

（目標未達成）

× 意識をしエコドライブを実行する。

△ 無駄を省く計画を定着する。

○ 始業点検で実施できた。
今後も一層積極的な取り組みを実施する。

（目標達成）

○ 全員に意識付けを行う。

○ 安全運転に注意して、まずまずできた。

○ 始業点検を徹底することで、まずまずできた。

（目標達成）

◎ 印刷前の確認を十分する。

○
　 今後も一層積極的な取り組みを実施する。

（目標達成）

○ 正確な排出量を把握しながら、削減に努める。

（目標未達成）

△
△ より多くの工夫ができるようにする。
　

（目標達成）

○
○ 現場地区周辺への配慮ができた。

◎ 事故が無いよう配慮できた。

　 今後も一層積極的な取り組みを実施する。

【環境美化活動】

取り組み計画 評　価（結果と今後の方向）
二酸化炭素排出量の削減
　下記のとおり 電力・現場ガソリン・灯油においては目標未達成であった、

ほぼできた。

灯油使用量の削減
①室内温度の適正化
②不在時点火の抑制

②樹木水遣りの効率化
　

ほぼできた。

＜事務所＞ガソリン使用量の削減

電力使用量の削減
①不要照明の消灯 ほぼできた。
②エアコン温度の適正化
③設備の空運転禁止

①再生資源の活用

②移動コースの効率化
③空気圧、オイル等の点検

＜建設現場＞軽油使用量の削減
①重機の空ふかしの禁止
②急加速・急停車の防止

①移動コースの効率化
②アイドリングストップ・急加速・急停車の防止
③空気圧、オイル等の点検

＜建設現場＞ガソリン使用量の削減
①不要なアイドリングストップ

　
＜建設現場＞再生資源比率の向上
選別能力の拡大と、目標値の検討

水道水使用量の削減
①節水意識の向上 節水の呼びかけ、徹底をはかる。

③空気圧、オイル等の点検
今後も一層積極的な取り組みを実施する。

＜事務所＞一般廃棄物の削減
①ミスコピーの防止
②裏紙の使用 ルールを決めて、全員に意識付けを行う。
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実施日

令和4年5月20日

会社（本社）周辺の
ゴミ拾い

環境に配慮した施工の推進

②粉塵・騒音・振動対策
③交通誘導員の配備
　



Ⅵ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

遵守評価

遵守

遵守

遵守

a.「事前調査及び調査結果の書面説明」及び「説明

　書面の写し保存（工事終了後から3年間）」

ｂ.「事前調査結果の記録作成・保存（工事終了日か

　ら3年間）」

ｃ.「知事への報告」（令和4年4月1日から適用）

d.「下請負人への説明」

e.「事前調査結果の掲示」

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

Ⅶ．代表者による全体の評価と見直し・指示

　　今年度は、基準年度を2020年度へ変更したことにより、より現実的な結果を知ることができ
　たと感じております。結果として二酸化炭素排出量の達成度が残念ながら未達成となってい
　ますが、地球温暖化の影響がかなり大きいと感じています。近年の異常ともいえる夏の厳しい
　暑さに、時には生命の危機をも危惧されます。また今期の冬は特に積雪も多く、寒さも増して
　くるなか灯油の使用量も必然的に増加となってしまいました。
　　次年度の [環境方針] [目標・活動計画] [実施体制] についても、変更無く継続していきた
　いと考えており、今後も全社一丸となって従業員の健康管理や職場環境の面も考慮しつつ、
　環境経営に取り組んでいきたいと考えています。

　　　　　2022年6月30日　代表取締役　榧谷宏光
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適用される法規制 遵守する事項

廃棄物処理法 保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適
正な契約、マニフェストの交付・保存・確認・交
付状況等報告書の提出

建設リサイクル法 建築物等の分別解体義務、事前届出
特定建設資材廃棄物の再資源化義務

　重視し、次世代により良い環境を残すために取組んでいます。

消防法
（朝来市火災予防条例）

消火設備の定期点検

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

　　当社は経営理念で「人と自然が喜ぶ未来・・・」をテーマにかかげ、地球環境や自然環境を

家電リサイクル法

遵守大気汚染防止法

「建設・解体業者」

ｂ.（フロン引渡し義務。）

a.「解体する建物における業務用エアコン・冷凍冷
蔵機器の有無の事前確認。その結果の発注者への
書面説明及び説明書面の写しの3年間保存。

建設業の再生資源利用省令 再生資源、建設工事副産物の再利用
再生資源利用計画書、実施記録の作成

特定粉じん排出等作業の実施の届出、作業基
準の遵守

騒音規制法
（朝来市公害防止条例）

特定建設作業の届出、規制基準の遵守

フロン類使用機器の簡易点検と記録・保存（廃
棄後3年）、漏洩防止　廃棄時の適切な処理

振動規制法
（朝来市公害防止条例）

特定建設作業の届出、規制基準の遵守

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用

低騒音型・低振動型建設機械の
規程

低騒音・低振動型建設機械の使用の促進

廃棄時の適切な処分（許可を有する業者）

フロン排出抑制法


